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６月１０日（土）に本学において２０２３年度後援会常任役員会並びに理事会が開催

されました。両会では、前年度決算案、新役員・新理事の選任、本年度予算案・事業

計画案等について審議され、全ての議案が承認されました。

1.２０２２年度収支決算（案）について

決算案について事務局からの説明の後、

今津監事より、「５月２７日（土）会計帳

簿・証拠書類を精査し、監査した結果、適

正であることを認めた」との報告があり、

意見を求めたところ、異議なく同決算

（案）が承認されました。

2.新役員並びに新理事の選任について

予め事務局から就任を依頼して内諾を得て

いた各候補者を順次紹介し、全員の就任が承

諾されました。なお、本年度は理事58名、監

事2名で構成されることとなりました。以下、

新役員・新理事の方のみご紹介いたします。

（敬称略・50音順）

【新副会長】

平井 智之（経済学部）

【新常任理事】

尾上 由依子（情報社会学部）、

田中 良夫（経営学部）、

辻 敦子（経済学部）

【新理事】

（経済学部）

小田 美陽子、藤田 あゆみ、

八木 裕司

（経営学部）

今井 恵子、中谷 陽介、

正岡 智砂、南岡 さおり、

山岡 恵

（情報社会学部）

長﨑 正剛、橋本 智美、

水野 昌大、山下 玲子

（人間科学部）

久保中 大介、冨井 直子、

平原 勝代、三城 恵理子

3.２０２３年度予算（案）と

事業計画について

予算案について事務局からの説明が

あり、質疑応答の後、異議なく同予

算（案）が承認されました。

4.その他（本学の状況等について）

事務局より、慶弔規程、学費援助

規程、学業継続援助規程の改正と備

品の寄贈について説明がありました。

次に、藤本理事長よりご挨拶、山

本学長より、創立100周年に向けたビ

ジョンや新学部の設置についてお話

がありました。最後に、望月進路支

援部長より、最近の就職状況と本学

の就職支援についてご説明がありま

した。

※卒業理事の皆様、ご協力ありがと

うございました。今後とも大阪経済

大学へのご支援のほど、よろしくお

願いいたします。新役員含む全役員

の皆様、ご多用かとは存じますが、

引き続き、ご協力を賜りますよう、

どうぞよろしくお願いいたします。

2022年度収支決算書 （単位：円）

Ⅰ収入の部 予算額 決算額

1.後援会費収入 26,992,000 26,150,000

2.受取利息 28,000 29,641

3.雑収入 0 0

4.前年度繰越金 44,802,925 44,802,925

収入の部        合計 71,822,925 70,982,566

Ⅱ支出の部 予算額 決算額

1.学生福利費

（イ）運動部活動援助費（注2） 4,500,000 4,714,470

（ロ）文化部活動援助費 2,000,000 690,300

（ハ）学生行事費（注2） 2,800,000 3,393,000

（ニ）学生研修費 6,898,000 3,347,303

（ホ）備品購入補助 1,400,000 775,346

（ヘ）図書購入補助 395,000 343,191

（ト）学生給費補助 7,650,000 4,550,000

（チ）緊急修学支援金 0 0

（リ）90周年記念事業 10,000,000 5,825,116

小計 35,643,000 23,638,726

2.教職員研究・厚生費

（イ）研究図書刊行費 50,000 0

（ロ）教職員海外研究費 0 0

（ハ）海外留学補助 0 0

小計 50,000 0

3.教育懇談会運営費 2,000,000 1,453,380

4.慶弔費 600,000 210,000

5.会議費 880,000 796,603

6.会報出版費 900,000 800,660

7.事務費（注1） 2,080,000 985,904

8.前期末前払金 0 0

9.前払金 0 0

10.予備費 2,000,000

合計（１～１０） 44,153,000 27,885,273

次年度繰越金 27,669,925 43,097,293

支出の部        合計 71,822,925 70,982,566

2023年度収支予算書 （単位：円）

Ⅰ収入の部 当初予算額

1.後援会費収入 27,476,000

2.受取利息 30,000

3.雑収入 0

4.前年度繰越金 43,097,293

収入の部        合計 70,603,293

Ⅱ支出の部 当初予算額

1.学生福利費

（イ）運動部活動援助費 5,100,000

（ロ）文化部活動援助費 2,000,000

（ハ）学生行事費 6,200,000

（ニ）学生研修費 9,593,000

（ホ）備品購入補助 4,610,000

（ヘ）図書購入補助 395,000

（ト）学生給費補助 6,050,000

（チ）緊急修学支援金 0

（リ）90周年記念事業 0

小計 33,948,000

2.教職員研究・厚生費

（イ）研究図書刊行費 50,000

（ロ）教職員海外研究費 0

（ハ）海外留学補助 0

小計 50,000

3.教育懇談会運営費 2,000,000

4.慶弔費 600,000

5.会議費 2,080,000

6.会報出版費 12,000

7.事務費 700,000

8.前期末前払金 0

9.前払金 0

10.予備費 2,000,000

合計（1～１０） 41,390,000

次年度繰越金 29,213,293

支出の部        合計 70,603,293

（注1）事務費のうち、通信費は639,691円、印刷費は253,198円、消耗品費は8,975円、

  支払手数料は84,040円を計上している。

（注2）予備費のうち、運動部活動援助費に215,000円、学生行事費に593,000円振替

開催時期・日 ガイダンス名 概要等

１月１９日(金) 企業研究講座 志望動機を考えるうえで最も重要な企業研究方法について学びます

１月１９日(金) ビジネスマナー講座 基本的なマナーを学び、第一印象で一歩先を目指します

２月 １日(木)・２日(金)・
５日(月)・９日(金)

実践面接WEEK 現役採用担当者による「中級レベル」の面接経験が積めます

２月 １日(木)
学内合同企業説明会

 事前ガイダンス
合同企業説明会での企業選択方法やおすすめ企業について紹介します

２月１３日(火)～１６日(金)・
１９日(月)～２２日(木)

学内合同企業説明会 1日最大5社の企業説明を聞ける貴重な機会です

【予定】
２月中旬～下旬

第３回SPI模擬試験 採用選考を想定した試験を実施

事務局からのお知らせ

学費負担者等にご不幸があった際の援助金について

学費負担者・父母がお亡くなりになったことで家計が急変し、

修学が困難になった場合は、援助金等のご相談に応じたいと思い

ます。詳しくは学生部窓口（Ｊ館１階）までご連絡ください。

災害見舞金について

後援会では、地震や台風、集中豪雨をはじめ自然災害で被害に

遭われた在学生・保護者の方に対して僅かながら支援措置を講じ

ています。詳細は学生部窓口（Ｊ館１階）までご相談ください。

後援会とは、在学生の保護者と大学の教職員からなる組織で、

学生の課外活動への支援と大学の教育・研究の発展に寄与するこ

とを目的としています。主な活動内容としては、①学生の課外活

動の援助、②学費負担者・父母がお亡くなりになったことで家計

が急変し、修学が困難になった学生に対する学費援助、③教育懇

談会の開催、④後援会だよりの発行、➄教職員の研究の援助、⑥

その他教学振興に必要な事業の支援を行っています。

なお、後援会事務局は、大学総務部総務課（Ｊ館２階）内に

置いています。

後援会とは

※予定が変更になる可能性がございます。

今後の学年歴について

１２月２５日（月）～１月４日（木） 冬季休暇

１月 ５日（金） 講義再開

１月１３日（土） 全学休講

１月２３日（火） 講義終了

１月２４日（水）～２月１日（木） 秋学期末試験

３月 １日（金） 卒業予定者発表

３月 ５日（火） 秋学期成績発表

３月１６日（土） 卒業式

就職活動は総合力が重要です。多くのガイダンス・講座に参加してしっかり対策しましょう！

（２０２３年３月３１日現在）

イベント

2023年度卒業式・学位授与式

日 程：２０２４年３月１６日（土）
時 間：
【午前の部】
経済学部、人間科学部
大学院（経済学研究科、人間科学研究科）

  9：30 卒業生入場
10：00 開式
11：30～ 卒業証書授与（ゼミ別）

【午後の部】
経営学部第1・2部、情報社会学部
大学院（経営学研究科、経営情報研究科）

12：30 卒業生入場
13：00 開式
14：30～ 卒業証書授与（ゼミ別）

場 所：
[式典]７０周年記念館（フレアホール）
[卒業証書授与]ゼミごとに割り当てられた各教室
[保護者会場]A33・A34教室（予定）

※学生・保護者用駐車場はありませんので、車でのご
来場はご遠慮ください。
※保護者の人数制限は設けませんが、ホールが満席と
なった場合は別教室（映像中継）にご案内します。
※会場にお越しになられない保護者の方には、イン
ターネット（本学HP）での中継を予定しております
ので、そちらからご覧いただけます。

１２月２日（土）に本学大樟会(同窓会)・後援会
共催の煎茶道体験教室を開催しました。卒業生であ
り、煎茶道二篠流の家元である二條雅瑛先生を講師
としてお招きし、３１名の参加者の皆様が和の作法
を学び、煎茶のお点前を体験されました。今後も
様々なイベントを企画していく予定ですので、ぜひ
ご参加ください。



学生体験談発表者の声

今回の懇談会で私が伝えたことは、「大学生だけができる有意義な時間の過ごし方」につ

いてです。その中で体育会クラブの良さを交えながらお話させていただきました。私が一番

伝えたかったことはマインドの部分で、「自分の人生は自分が決める」ということです。体

育会系だから学べるというものではなく、誰もが平等に成長できます。課外活動・就活・バ

イトなど、そこでしかできない経験があります。せっかく経験するなら自分で最高の経験を

作りたくないですか？そのためには自分で目標を決め実行する。それが将来の自分の財産へ

変わります。この財産はやろうとした者にしか得れません。しかし、誰でも得ることが可能

です。大阪経済大学には行動する人をサポートしてくれる環境と人で満ちています。そこに

気づければ大成長できるのです。学生には大学の良さを知り、豊かな学生生活を送ってほし

いと思っています。

最後に私を採用して下さった職員はじめ、スタッフの方々の良い準備・運営を進めて下さ

り、また聴者の方々も温かく受け入れて下さったことで、気持ちよくスピーチを行うことが

出来ました。大変感謝しております。ありがとうございました。

［大阪］クラブ体験談

［大阪］留学体験談

私はカナダに2023年の２月から約１ヶ月間、語学研修という形で滞在していました。こ

の体験を教育相談会の留学体験談として保護者の皆様にパワーポイントを用いながら紹介さ

せて頂きました。発表内容としては大きく、本学の語学研修プログラムと現地での過ごし方

について発表させて頂きました。自分の子どもにもこの様な経験をさせてあげたい”と思っ

てもらえる様、語学研修の楽しさが伝わる発表にすることを1番に心掛けました。

発表するにあたりカナダでの日々を改めて思い出す良い機会となりました。語学研修は約

1ヶ月の経験でしたが、私にとって人生で一番刺激的で濃密な楽しい瞬間でした。そのすべ

てを3分間の発表で伝えることは当然難しく、時間内に発表を終わらせることに一番苦労し

ました。それ程素敵な思い出でいっぱいです。当日もお話させて頂いた様に、私は語学研修

で積極的に行動する力が身につきました。帰国後も自主的に英会話の授業を受講したり、本

学にインターンシップとして通っていた留学生のサポートを行ったりと自分ができることは

積極的に取り組んできました。そしてこの留学体験談もその内の一つです。これからもこの

チャレンジ精神を大事にして、自分の可能性を広げていきたいと思っています。そしてまた

留学に行ける様に継続して英語の勉強も頑張っていきます。

大学と後援会が実施している教育懇談会は、今年で36回を迎えました。

今年度は大阪（本学）、高松・岡山会場で開催され、合計461名の保護者の皆様にご参加いただきました。

６月２５日（土）の大阪会場では、本学マスコットキャラクター「はてにゃん。」と吹奏楽総部によるオープニング演奏の

後、山本学長による本学の教育に関する講演に始まり、学生の体験談、参加者の関心が高い就職シンポジウムが行われたほか、

成績・就職・留学・学生生活における各種個人面談、学生広報隊による施設見学など、様々なプログラムが行われました。地

方会場でも、全体懇談や成績・就職の個人懇談が実施されました。

本誌では、各会場の参加状況のほか、地方会場での学生就職体験談についてご紹介します。

今年も多くの保護者の皆様にご来場いただき、教職員一同、心より

御礼申し上げます。こちらの不手際でご迷惑をおかけした部分もご

ざいましたが、いただいたご意見をもとに来年度以降改善していく

所存でございます。また、これからも大阪経済大学はより一層教育

の発展・充実に努めてまいりますので、引き続きご支援賜りますよ

う、どうぞよろしくお願い致します。

教育懇談会参加人数

開催日 会 場 参加者数

6月24日（土） 大阪 大阪経済大学 390

7月 8日（土） 高松 リーガホテルゼスト高松 27

7月 9日（土） 岡山 岡山プラザホテル 44

合 計 461

午前の講演では、山本俊一
郎学長が「生き続ける学びが
創発する場となるために」を
テーマに、コロナ禍での学生
支援やこれからの時代に必要
となる教育を説かれました。
本学のミッションに基づいて、
学部カリキュラムの見直しや
定員増、「国際共創学部」の
設置等100周年に向けた取り
組みのお話がありました。

午後の就職シンポジウムで
は、望月進路支援部長が最近
の就職状況と本学の就職支援
について講演しました。その
中で、個別面談、ゼミ別ガイ
ダンス、業界セミナーなど、
進路支援部が実施している支
援活動を紹介しました。また、
保護者の方々からも熱心な質
問が寄せられ、会場は盛況な
雰囲気に包まれました。

7月８日（土）９日（日）高松会場（リーガホテルゼ

スト高松）、岡山会場（岡山プラザホテル）では、学

長懇談、学生の就職活動体験談、成績・就職に関する

個人懇談を実施しました。成績懇談では、成績通知書

をもとに、授業の出席状況や成績、単位修得状況につ

いて担当者が個別に説明し、今後の学生本人における

取り組み姿勢等についてご相談に応じました。就職懇

談では、コロナ禍における就職状況をはじめ、就職活

動全体のスケジュール、本学の進路支援体制及びご家

庭における学生サポートについて個別にお話しました。

高松会場において就活体験を発表させて頂きました。私が、就活において一番大切だと感

じたことは、大学の就職活動のイベントやサポートを積極的に受けに行くことです。私自身、

徳島県という地方出身なのもあり、就活情報を集めることに大変苦労していました。しかし、

大学内で定期的に開催されるイベントに積極的に参加することや、就職課の方々の話を聴く

こと、大樟塾に入塾し面接やマインドのご指導を受け面接慣れすることで、自分らしさを出

すことができる、会話ベースの面接をすることができました。このように一人で抱え込むの

ではなく、多くの人を頼ることで就活を乗り越えました。

また、就活を共に頑張る仲間を作ることで面接練習やエントリーシートの確認をすること

が勿論、新しく関心を持つ企業も見つけることができ視野が広がりました。このような機会

を頂き、改めて大学の手厚いサポートのありがたさを実感しました。今回の発表を通してま

だまだ人前で話すことになれてなく、わかりやすい説明や言葉選びで発表できるようになり

たいと痛感しました。私が第一志望の企業から内定を頂けたのは、決して自分の力のみなら

ず、多くの方々の温かいサポートあってのことだと考えています。残された期間、エンジョ

イすることは勿論ですが、常に周囲の方々への感謝を忘れず社会人に向けてさらなるスキル

アップに繋げる充実した学生生活を送ります。

［高松］就職活動体験談

人間科学部３年 岩橋健太さん

人間科学部３年 植田結衣さん

経営学部４年 山田恭愛さん

学長懇談 就職シンポジウム

オープニング演奏 点出し くすのきエール・マルシェ 施設見学

今年度からは、コロナ禍で中止になっていた茶道部の点出しも再開されました。また、浅田ゼミの福祉事業所との連携プロジェクト
「くすのきエール・マルシェ」では、福祉事業所の方々が手作りしたお菓子や小物が販売されて、多くの参加者で大変賑わました。
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